
造形・メディアデザインコース
　エンジニアリングに必要な論理性と、デザインや
アートに必要な感性の両輪を追求する授業構成で
高い創造性を育み、次世代型の工学系人材を育成
します。

建築・都市環境コース
　建築、建設、環境を基礎とした教育を提供し、新
たな都市環境の創出に寄与できる発想力・企画力を
有する人材を育成します。

人工知能・通信ネットワークコース
　「モノのインターネット」を実現するために、人工
知能、通信、センシング技術を学び、これを様々な
産業で活用できる人材を育成します。

防災・危機管理コース
　ハードウェア、ソフトウェアとヒューマンウェアを
組み合わせた、危機の未然防止、災害の被害拡大
防止等、災害にしなやかに対処できる人材を育成し
ます。

機械システムコース
　機能美を備えた機械システムを創造できる能力
を養うと共に、人間と共生する高度な機械システム
を構想・開発できる人材を育成します。

材料物質科学コース
　「環境材料化学」・「機械材料科学」・「光・電子材料科学」の三分野にわたる機能的教育により、地域や社会
のニーズに応える新素材・新物質を研究・開発できる人材を育成します。

デザイン思考とリスクマネジメントで
これからの工学を創造する
　香川大学創造工学部は、工学部を基盤とし、２０１８（平成３０）年４月に新設された新しい学部です。
工学部で培われた経験や実績・ノウハウ等は創造工学部へと引き継がれ、社会や人々のニーズに
フィットしたイノベーションを創出する人材、地域社会に貢献できる人材を育成します。創造工学部で
はコース別に専門教育を行い、全学生が①数理的基礎力、②コミュニケーション能力・倫理観、③地域
理解、④リスクマネジメント能力、⑤デザイン思考能力を育成できるように学び、高い専門性を持ちな
がら異分野と協働して課題を解決する能力、既成概念を超えてモノやコトを生み出す能力、リスクを
予見し対応できる能力を育成します。さらに産学連携研究や国内・国際インターンシップも教育プロ
グラムに含まれており、幅広い教養と経験を身に付けた学生を輩出しています。

創造工学部

※創造工学部について、詳しくは https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_ead/ をご覧ください。

122年の伝統を踏まえ、食と生命の未来を拓く。

応用生物科学科

　農学部では、生物資源の生産と活用に関する幅広い知識と技能を身につけ、科
学的な思考に基づく課題設定力、国際感覚を備えた判断力とコミュニケーション力
を備え、多様で広範な社会の課題解決に向けて、柔軟な思考力を持って自覚的に
行動できる人材を育成しています。
　学生は、英語による情報の収集力とコミュニケーション力（科学英語、実用英語、
専門英語）、地域産業の理解（オリーブ学、希少糖学、うどん学）など幅広い教養を
身につけるとともに、生物資源の生産と利用に関する基礎知識と技能を基盤とし
て、2年生後期から下記の5コースに分属して各専門分野を体系的に学び、3年生
前期から少人数教育による課題研究（卒業論文）に取り組んでいます。

■先端生命科学コース
　近年の生命科学やバイオテクノロジーのめざましい発展により、生命現象や生物が有する機能をゲノムレベル・遺伝子レベル・タンパク質レベルで解明
し、利用することが可能になってきました。先端生命科学コースでは、微生物から高等動植物までの様々な生命活動を分子（遺伝子、タンパク質）レベルで
明らかにする生命科学の基礎から、その成果を有用生物の開発や生物資源の有効利用へと役立てるための応用技術まで幅広く学ぶことができます。

■アグリサイエンスコース
　豊かな社会の発展に求められる安全で安定的な食料供給と、生活に潤いをもたらす園芸資源の生産開発をめざして、遺伝資源の評価と品種改良、持続可
能な生産管理技術と生産環境解析、生産物の流通・利用システムなどを、フィールド技術から生命科学の知識まで幅広く実践的に学びます。さらに、アグリサ
イエンスの理論を基礎から応用まで体系的に学習し、連携した実験やフィールドでの実習を通して自ら検証できるユニークな教育体制を有しています。

■フィールド環境コース
　生物と環境との相互作用、環境中の物質循環について学びます。特に里海・里山・身近な水辺を主な対象として、化学的・生物学的手法をはじめとする様々な分野
の手法と理論を活用し、フィールド及び実験室で調査解析に取り組みます。さらに、環境問題や生物の利用・管理・保全に対して実践的に取り組む力を身につけます。

香川県庁、山崎製パン、岡山県庁、百十四銀行、WDBエウレカ社、徳島県庁、南海プライウッド、フジパングループ本社、全国農業協同組合連合会、井上誠耕園、
カナエテクノス、中国精油、帝國製薬、四国旅客鉄道、イカリ消毒、阪大微生物病研究会、ＪＡ香川県、高松市役所、農林水産消費安全技術センター、
兵庫県庁、Happy Quality、味源、エイワイファーマ、エリエールプロダクト、大倉工業　など

主な就職先

業種別就職状況
（2025.3 卒業）

地域別就職状況
（2025.3 卒業 ※進学者を除く）

出身都道府県別
卒業見込者数（2027.3）

農学部

■バイオ分子化学コース
　生物は多種多様な分子（有機化合物）を生産し、それらを自己防御や他者とのコミュニケーションに利用しています。バイオ分子化学コースでは、
これらの分子の探索、構造解析、化学合成、作用機構の解析などを通して、自然界における生物の生存戦略を理解するとともに、有用な分子や関連
する技術・情報などを農業、医薬、食品といった幅広い分野に提供できる人材の育成を行います。

■食品科学コース
　食品の持つ人間に対する種々の生体調節機能を科学的に理解し、食品の（１）機能性（２）安全性（３）嗜好性・加工特性について学びます。講義と
実験・実習（学外の工場又は研究所見学なども含む）を組み合わせ、基礎から応用、そして実践的内容のカリキュラムで、安全で、機能性が高く、様々
な嗜好性に対応できる食品を開発できる人材の育成を行います。

※農学部について、詳しくはhttps://www.ag.kagawa-u.ac.jp/をご覧ください。

情報システム・セキュリティコース

　「情報システム技術」「情報セキュリティ技術」
「ヒューマンインタフェース技術」を身につけ、ニーズ
に対応した情報システム設計ができる人材を育成
します。

（令和7年度入学者より情報コース）

アオイ電子、いすゞ 自動車、STNet、NTT西日本、大倉工業、奥村組、オリンパス、鹿島建設、川崎重工業、鴻池組、JFEスチール、四国電力、大成建設、竹中工務店、
タダノ、電通西日本、ネットワンシステムズ、マツダ、三菱ケミカル、四電工、四国地方整備局、岡山県庁、香川県庁、岡山市役所、高松市役所　など

業種別就職状況
（2025.3 卒業）

地域別就職状況
（2025.3 卒業 ※進学者を除く）

出身都道府県別
卒業見込者数（2027.3）

岡　山
香　川
兵　庫
愛　媛
徳　島
広　島
大　阪
静　岡
高　知
マレーシア
三　重
その他

91
85
31
30
24
19
16
12
7
7
6
51

計　379（人）

宿泊・飲食サービス 0.5％
医療・福祉 0.5％

生活関連サービス、娯楽 1.1％

運輸・郵便 2.7％

製造
22.0％

情報通信
18.3％

建設
17.7％

学術研究、専門・技術サービス
10.2％

公務
18.8％

サービス業（他に分類されないもの） 2.2％
卸売・小売 2.7％ 金融・保険 0.5％

電気・ガス・熱供給・
水道事業 2.7％

岡山県
以外の中国
4.3%

その他の地区 1.6％

香川県
以外の四国
4.8%

岡山県
8.6%

関東
37.1%

近畿
17.7%

東海 3.8%
九州 2.2%

四国
24.7%
中国
12.9%

香川県
19.9%

香　川
岡　山
大　阪
徳　島
京　都
愛　媛
兵　庫
愛　知
広　島
静　岡
その他

44
21
13
10
9
8
8
7
6
4
26

計　156（人）

岡山県以外の中国
1.2%

その他の地区 8.5％

香川県
以外の四国
11.0%

香川県
25.6%

岡山県
12.2%

関東
9.8%

近畿
25.6%

東海 6.1%

四国
36.6%

中国
13.4%

製造
46.3％

情報通信 2.4％
建設 1.2％

学術研究、専門・技術サービス
1.2％

サービス業（他に分類されないもの）
3.7％

卸売・小売
7.3％

電気・ガス・熱供給・水道事業
4.9％

教育・学習支援 2.4％

宿泊・飲食サービス 6.1％

農業・林業 2.4％

複合サービス 4.9％

運輸・郵便 2.4％
医療・福祉 2.4％

公務
12.2％
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愛媛大学大学院連合農学研究科（博士課程）

　香川大学、愛媛大学、高知大学の農学研究科等が連携協力して、相互に補いつつ、幅広い分野にわたって国際水準の教育研究を行い、
広く社会への貢献をめざしています。大学院生の半数は海外からの留学生であり、国際交流も盛んです。既存の学問の枠組みにとらわれな
い、幅広い知識と柔軟な発想力をそなえた、これからの社会をリードする農学研究者を養成しています。

※大学院農学研究科および愛媛大学大学院連合農学研究科について、詳しくは https://www.ag.kagawa-u.ac.jp/ をご覧ください。※創発科学研究科について、詳しくは https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_sce/ をご覧ください。

■生物資源生産学専攻　■生物資源利用学専攻　■生物環境保全学専攻

大学院創発科学研究科（博士後期課程）

　2024年４月に創発科学研究科博士後期課程（博士）が開設されました。博士後期課程を通じて、本学内からの進学者、地域社会を構成
する社会人など多様な人材の受入と人材の輩出の好循環を形成し、持続可能な地方分散社会を形成することを理念のひとつとしています。
　博士後期課程が養成を目指すのは、ある分野において知を深化させながら、分野を融合させて見出した画期的な知や解決の方策を、単に
解決手法の提案に留まらず、地域社会と連携しながらそれらを実装に移すことができる人材です。

■社会創発プログラム　■先端工学デザインプログラム　■レジリエント社会共創プログラム

応用生物・希少糖科学専攻

　農学研究科では、応用生物科学における高度な専門的知識と研究開発能力、そし
て本学の特色である希少糖に関する高度な専門知識と技能を備え、自然環境と調
和した持続可能な社会の実現をめざす高い技術力と倫理性を備える人材を育成し
ます。そのため、食料、生命、環境、及び希少糖に関する高度で幅広い学術分野の専
門知識、自ら課題を見出し、解決に向け取り組むことのできる実践力、企業・国際・地
域社会において求められる情報伝達能力と協調性を修得させます。そして、その社
会的責任を自覚して国内外の広範な生物産業関連分野で活躍できる高度専門職業
人を輩出します。また、本研究科にはアジア諸国を中心に10か国以上から多くの留
学生を受け入れており、教育・研究等を通じて日本企業とも活発に交流しています。

■希少糖先端科学コース
　希少糖研究の歴史的な経緯を踏まえつつ、最新の動向を把握し、希少糖に係る
基礎及び応用開発に関する高度な専門知識と技能を身に付け、これらを研究開発や産業応用の場において活用できる人材を養成しています。

■環境生物科学コース
　里山、陸水、里海など生活・生産圏の生態系の構造と機能を理解してその保存・修復を図ることができる、あるいは、それらの環境下での
生物資源生産システムを最適化して、安定的かつ持続的な生物資源の供給に寄与できる人材を養成しています。

ＷＤＢエウレカ社、阪大微生物病研究会、大倉工業、鎌田醤油、ワールドインテック、香川県庁、長大、帝國製薬、東洋ビューティー、日本ハムファクトリー、
マイクロンメモリジャパン、アドバンテック、イカリ消毒、カネコ種苗、アヲハタ、オタフクソース、かどや製油、共栄フード、ケンコーマヨネーズ、神戸天然物化学、テーブルマーク、
テクノプレニードヒダ、堂本食品、日本ハム、フィード・ワン　など

主な就職先

地域別就職状況
（2025.3 修了 ※進学者を除く）

出身都道府県別
修了見込者数（2027.3）

農学研究科
《●修士課程》大学院《●博士前期課程》

■生物化学・食品科学コース
　化学（分析化学・物理化学・有機化学・高分子化学）及び生化学、あるいは食品科学に関する知識と手法を身に付け、健康長寿社会に貢献し、
環境に配慮したグリーン社会の構築を担うことのできる人材を養成しています。

■応用生命科学コース
　生命現象や様々な生物が作る物質の特性及び機能を、分子・遺伝子レベルで解明し、利用・開発に関する知識・技術を身に付け、微生物、動
物、植物の機能の高度な活用を担う人材を養成しています。

未来を創発する人材を育てます

創発科学研究科
　創発科学研究科は、教育・人文、法学、経済学、工学の４つの分野を軸としてそれぞれ
を専門分野としながら、課題解決方法をしっかりとデザインでき、かつ、複数の学問分野
から得られた多様な知識や技術を協調的に組み合わすことのできる能力を有し、未来に
おいて新産業の創造や地域が直面する新課題の解決に貢献できる人材を養成すること
を目的に令和４年４月に開設されました。

　企業法務分野（税理士、司法書士など）や公共分野（公務員など）に必要な学識・能力、政策／法務能力を有した人材

　地方自治体や経済界で活躍できる人材、ローカルな価値、地域資源の保全や活用ができる人材

　以下をキーワードとして複数のユニットを編成し、人材育成を行っています。
　「数理・データサイエンス」、「建築物の設計」、「センシング、通信ネットワーク、人工知能・解析技術」、「ヒューマンインタフェースデザイン
能力、セキュリティリスクマネジメント能力、情報システムの設計・開発」、「材料力学・熱力学・流体力学・機械力学・システム（情報）の統合化
による機械基盤技術」、「知能ロボットシステム」、「計測を通じた機械システム開発」、「材料科学」、「光・量子材料科学」、「インフラに対す
る新しいアセットマネジメント手法」、「環境科学に基く循環型環境デザイン」、「危機を複眼的に解釈し、危機から生じる被害の軽減・回復」

大学院

出身都道府県別
修了見込者数（2027.3）

「４分野の継承」と「創発」２つの概念は、補いあう関係にあります。

◇育成する人材イメージ
教育・人文分野を基軸に学ぶ学生

法学分野を基軸に学ぶ学生

経済学を基軸に学ぶ学生

工学を基軸に学ぶ人材

　「持続共生社会」、「子ども学」、「人文的知識」をキーワードに新たな価値・社会像の提案と具現化ができる人材

アクセンチュア、イヌイ、STNet、大倉工業、鹿島建設、京セラ、JFEスチール、四国電力、四国電力送配電、四国旅客鉄道、大王製紙、大成建設、タダノ、TDK、
東急設計コンサルタント、日亜化学工業、日東電工、日本電産（現：ニデック）、富士通、マツダ、三井化学、三菱ケミカル、四電工、リコー、中国地方整備局　など

主な就職先

業種別就職状況
（2025.3 修了）

地域別就職状況
（2025.3 修了 ※進学者を除く）

業種別就職状況
（2025.3 修了）

香　川
岡　山
愛　媛
兵　庫
中　国
大　阪
三　重
徳　島
高　知
京　都
島　根
愛　知
その他

41
24
12
10
7
5
5
4
4
3
3
3
19

計　140（人）

不動産、物品賃貸 3.0％ 金融・保険 1.0％
運輸・郵便 3.0％

学術研究、専門・技術サービス
6.0％ 製造

47.0％

情報通信
24.6％

電気・ガス・熱供給・水道事業 3.0％
教育・学習支援 1.0％

建設 6.7％

公務 5.2％

四国
21.6%
中国
6.7%

岡山県
以外の中国
3.0%

香川県
19.4% 香川県

以外の四国
2.2%
岡山県 3.7%

関東
36.6%

近畿
26.9%

東海 6.0%

その他の地区 0.7%
九州 1.5%

香　川
岡　山
兵　庫
徳　島
大　阪
愛　知
愛　媛
外　国
京　都
福　岡
その他

16
7
6
5
4
3
3
2
2
2
12

計　62（人）

香川県
14.5%

岡山県 5.5%

香川県以外の四国
5.5%四国

20.0%
中国
5.5%

関東
41.8%

近畿
18.2%

九州 5.5%

東海 5.5%

その他の地区 3.6%
情報通信 1.8％

教育・学習支援 5.5％

複合サービス 1.8％

学術研究、専門・技術サービス
23.6％

製造
49.1％

サービス業（他に分類されないもの）
7.3％

農業・林業 3.6％
公務 5.5％

卸売・小売 1.8％
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